
第２回 

                           

 

市
民
が
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
考
え

る
『
ま
え
ば
し
地
域
づ
く
り
推
進
大

会
２
０
１
８
』
が
６
月
⒘
日
、
前
橋

市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た
。
市
内

23
地
区
で
活
動
す
る
地
域
づ
く
り

協
議
会
が
、
担
い
手
不
足
や
歴
史
、

公
共
交
通
、
食
育
な
ど
五
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
、
課
題
の
解
決
に
向
け

て
話
し
合
っ
た
。
各
分
科
会
の
代
表

者
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
担
い
手
不
足

や
免
許
返
納
を
巡
る
公
共
交
通
や
地

域
の
祭
り
の
保
存
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
、
出
席
者
は
課
題
を
共
有
し
た
。 

（
大
崎
博
之 
記
） 

            

            

第
３
回 

 

荒
砥
川
源
流
探
訪
会
を
実
施
！ 

～
最
初
の
一
滴
を
探
し
に
！
～ 

９
月
９
日
（
日
）、
み
や
ぎ
地 

域
づ
く
り
交
流
会
（
自
然
環
境
交 

流
部
会
）
と
城
南
地
区
地
域
づ
く 

り
協
議
会
（
自
然
環
境
部
会
）
と 

の
合
同
企
画
で
あ
る
荒
砥
川
源

流
探
訪
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
宮
城
地
区
、
城
南
地 

区
、
大
胡
地
区
か
ら
の
参
加
者
の 

他
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
群
馬
県
自
然
保
護
連 

盟
（
３
名
）
の
方
を
講
師
に
招
き
、 

ま
ず
は
、
宮
城
公
民
館
か
ら
徒
歩 

で
の
出
発
地
点
で
あ
る
、
林
道
大 

穴
線
の
駐
車
場
所
へ
車
で
移

動
！ 

 

現
地
で
の
散
策
開
始
。
お
目
当

て
の
今
日
の
源
流
点
や
柏
倉
町

に
あ
る
大
穴
の
ブ
ナ
の
巨
木
、
ま

た
、
三
夜
沢
町
に
あ
る
ブ
ナ
の
巨

木
、
そ
れ
ぞ
れ
を
巡
り
ま
し
た
。 

 

散
策
の
途
中
で
は
、
群
馬
県
自 

然
保
護
連
盟
の
講
師
の
方
々
か

ら
荒
砥
川
の
地
理
的
な
話
し
の

他
、
ブ
ナ
の
巨
木
の
特
徴
な
ど
の

貴
重
な
説
明
を
い
た
だ
き
自
然

愛
護
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。 

 

各
所
の
散
策
後
は
、
赤
城
神
社 

の
駐
車
場
の
一
角
で
和
気
藹
々

と
お
に
ぎ
り
を
頬
張
る
な
ど
、
楽

し
い
お
昼
ご
飯
！
そ
し
て
う
れ

し
い
豚
汁
と
こ
う
し
て
、
今
回
の

探
訪
会
が
終
了
！ 

 

こ
の
探
訪
会
は
、
隔
年
で
の
実 

施
と
の
こ
と
か
ら
、
次
回
は
２
年 

後
の
予
定
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
栗
原 

睦 

記
）  

     
 
 

 宮
城
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
地
域
の
交
流
・
見
守
り
・

支
え
合
い
活
動
に
つ
い
て
講
演

会
と
意
見
交
換
会
を
左
記
の
通

り
行
い
ま
す
。 

お
知
り
合
い
を
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

                

 

き ず な 通 信 №30 
2018年 9月 15 日 
発 行 みやぎ地域づくり交流会 
事務局 宮城公民館内 

地
域
づ
く
り
交
流
会
共
催 

生
活
支
援
体
制
整
備 

事
業
研
修
会 

開催日時：平成 30年 9 月 26日（水）午後 2 時～４時 

場所  ：宮城公民館 1階多目的ホール 

内容 第１部 講演会 『自分を生かす、地域で生きる』 

       講師 髙山弘毅氏 

   第２部 意見交換会『各町の交流・見守・支え合

いについて』 

申し込み・問い合わせ ： 社会福協議会宮城支所 

     ℡027-280-2230 FAX027-280-2238 

 

荒砥川源流探訪 

栗原 

23
地
区
の
課
題 

話
し
合
い
共
有 

前橋市

全体 

報告 



    

  

宮
城
地
区
納
涼
祭
が
八
月
五
日

(

日)

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
づ
く

り
交
流
会
で
は
、
数
当
て
ド
ン
の
お

手
伝
い
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の

販
売
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
行

い
ま
し
た
。 

前
橋
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
協

力
に
よ
り
、
竹
灯
籠
作
り
の
体
験
が

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
が
、
灯
籠
に

明
か
り
を
灯
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
、
選
べ 

         

    

る
色
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し

た
の
で
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完

売
す
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
あ
り
ま
し
た
。 

（
前
原
清 

記
） 

 

       

    

生
い
茂
っ
た
大
き
な
葉
っ
ぱ
の
中

に
、
小
さ
な
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
花
が
散
っ
て
、
実
を
付
け

る
秋
が
楽
し
み
で
す
。
そ
こ
で
読
者

の
み
な
さ
ま
か
ら
、
小
豆
を
使
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
募
集
い
た
し

ま
す
。 

宮
城
公
民
館  027-283-6886 

d
4
1
0
2
2
4
@

city.m
a
eb

a
sh

i.g
u

n
m

a
.jp

 

（
注
）E-mail

の
場
合
は
、
件
名
又

は
タ
イ
ト
ル
に｢

あ
ず
き
レ
シ
ピ
」
と

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。(

前
原
清 

記) 

         

   

皆
さ
ん
、
公
民
館
の
ロ
ー
タ
リ
ー

に
２１
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
詰

め
込
ん
だ
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋

設
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。 

こ
れ
は
、
村
政
施
行
百
周
年
を
記

念
し
て
、
平
成
元
年
１１
月
２９
日
に

村
民
の
皆
さ
ん
が
我
が
子
へ
、
あ
る

い
は
自
分
自
身
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
、
当
時
の
宮
城
村
の
様
子
が
記
さ

れ
た
資
料
が
、
関
係
者
や
た
く
さ
ん

の
小
学
生
の
み
な
さ
ん
自
ら
手
渡

し
で
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
ら
れ
、
五
十

年
後
の
西
暦
二
〇
三
九
年
に
開
封

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

あ
と
21
年
後
宮
城
地
区
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
、
当
時

の
皆
さ
ん
が
ど
の
様
に
宮
城
の
将

来
を
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
開

封
が
楽
し
み
で
す
。（
上
野
） 

       

宮
城
地
区
の
よ
も
や
ま
話 

⑤ 

苗
ヶ
島
神
社 

 

産
土
神
が
現
在
の
よ
う
に
１
町

１
社
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
10
年

1
月
、
県
か
ら
の
地
区
内
神
社
仏

堂
合
併
・
移
転
命
令
に
よ
る
も
の
で

す
。 苗

ヶ
島
町
は
東
西
の
白
山
神
社

と
中
央
の
日
枝
神
社
の
３
社
を
東

白
山
神
社
の
境
内
に
合
祀
し
、
他
地

区
の
よ
う
に
氏
子
数
を
考
慮
せ
ず
、

地
名
の
「
苗
ヶ
島
」
を
神
社
名
と
し

て
い
ま
す
。
３
基
の
鳥
居
の
扁
額
と

参
道
入
口
の
標
柱
に
「
苗
島
神
社
」

と
彫
ら
れ
、
助
詞
の
「
ヶ
」
が
欠
落

し
て
い
る
の
で
「
な
え
し
ま
神
社
」

と
読
む
人
が
い
ま
す
が
、「
な
え
が

し
ま
」
が
正
し
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

漢
文
に
は
表
示
さ
れ
て
も
読
ま

な
い
「
置
き
字
」
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
語
に
は
山
上
碑
（
や
ま
の
う
え

の
ひ
）
や
天
橋
立
（
あ
ま
の
は
し
だ

て
）、
鴨
長
明
（
か
も
の
ち
ょ
う
め

い
）
な
ど
の
よ
う
に
、
助
詞
を
省
略

し
て
表
示
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

永
禄
６
年
、
館
林
城
主
長
尾
景
長

が
北
爪
将
藍
（
鼻
毛
石
町
）
家
系
の

主
計
助
（
熊
谷
市
）
に
送
っ
た
書
状

に
も
「
苗
嶋
」
と
あ
り
「
な
え
が
し

ま
」
と
読
ま
せ
て
い
ま
す
。 

※
産
土
神
（
う
ぶ
す
な
の
か
み
） 

 
 

地
元
民
が
信
仰
す
る
神
様 

（
五
百
部
正 

記
） 

公
民
館
に
眠
る 

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル 

宮
城
地
区
納
涼
祭
に 

参
加
し
ま
し
た 

宮城村憲章の碑の下に埋設されている 

三
夜
沢
あ
ず
き
近
況
報
告 

地
域
の
話
題 


